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１． 目的 

現在、国を挙げて国産材需要拡大に向けたさまざまな施策が展開されており、研究サイドに対しては技術

支援が求められている。このため本研究では集成材および合板へのスギ等地域材の利用拡大を支援するめに、

構造用新材料を開発しその評価を行う。現在、集成材需要の95％以上が住宅用となり、しかもJAS集成材は

過剰品質の傾向にある。このような状況を打破し、現状に柔軟に対処するために、集成材に対する要求性能

を的確に把握し、これを満たす新集成材を製造するための技術を開発する。また合板については最近、厚物

合板の住宅床下地としての需要が急増してきていることから、地域材の特徴を活かしながらさらに強度特性

に優れた新厚物合板の製造技術を開発するとともに、現在使用されている床以外に、壁・屋根等への利用技

術を開発する。 
 

２． 終了時に得たい成果 

現行の日本農林規格（JAS）集成材製造基準では、密度やヤング係数の低いスギを原料として利用するこ

とは不可能で、利用可能な原木が半数にも満たない場合がある。一方現在の集成材需要の95％以上が住宅用

となり、しかもJAS集成材は過剰品質の傾向にある。このような状況を打破し、全国のほとんどのスギ等地

域材の利用が可能な構造用新集成材を開発し、構造用材としての性能を評価するとともに、厚物合板の住宅

床下地としての需要が急増している中で、地域材を利用した厚物構造用合板による高強度壁・屋根を開発し、

その強度を評価し、国産針葉樹材の需要拡大に資する。 
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４．評価結果の概要 
社会ニーズを的確に捉えた研究で、目標設定が明確になっており、研究計画も妥当である。研究所の英知

を結集して、得られたデータから安心・安全な木造住宅の実現に繋がるスギ材の有効利用法を提案して欲し

い。集成材の耐火性能の研究においては、実用化に向けてリーダーシップを発揮して欲しい。実用研究では

あるが、確度の高い強度シミュレーションモデルの構築等、理論的裏付けをしっかりさせることが重要であ

るので、この点も考慮して研究を推進して欲しい。 
 

５．評価において指摘された事項への対応 
理論的位置付けをしっかりさせることにより、研究成果をより効果的にJAS等に反映させることができ

るので、積極的に対応していく。 

 


